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平成20年3月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年5月15日に公表いたしました平成20年3月期の通期連結業績予想を

下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成20年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

(平成 19 年 5 月 15 日発表) 
１３８，０００ ５，８００ ５，８００ ３，３００

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １３３，０００ ２，７００ ２，７００ １，４００

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ▲５，０００ ▲３，１００ ▲３，１００ ▲１，９００

増 減 率 （ ％ ） ▲３．６ ▲５３．４ ▲５３．４ ▲５７．６

前期実績（平成 19 年 3 月期） １２３，４４２ ５，１９３ ５，３３３ ３，０５４

 

２．修正の理由 

今回の業績予想の修正の原因につきましては、以下のとおり（１）追加在庫引当計上を中心とした特殊要因に

よるもの、及び（２）ビジネス環境の悪化、回復の遅れによるものに大別されます。 

以下、個別にご説明いたします。 

 

（１）特殊要因による理由 

来期に販売を予定しておりました FPD 用ステッパー等の商品、並びに仕入先に対して先行手配しておりました

関連部材（今期末までに入荷される予定のものも含む）約24億5千万円に対し、販売予定先の投資計画の変更等

により、来期以降の販売可能性が極めて困難な状況であると判断いたしました。その結果、当該在庫に対し、今

期に前倒しで全額引当計上を行うことに至りました。 

 

（２）ビジネス環境の悪化、回復の遅れによる理由 

今期より黒字化を計画しておりました子会社のHakuto Korea Co., Ltd.において、予定していたFPD 用ステッ

パー等の受注が獲得できず、約 5 千万円の経常損失が見込まれております。また、台湾市場の回復の遅れを主要

因として、プリント基板製造装置分野での販売高が約25億円の計画未達成となる見込みです。 

 

なお配当金につきましては、今回の修正が特殊性、及び一過性の強い要因によるものが主であることから、安

定配当の方針より、当初の予定（期末17円50銭、通期35円）を据え置かせていただきます。 

 

以 上 


